
可変型（中）高圧電源シリーズ
ご使用上の注意 Ｖ１．１

１．出力電圧の設定方法について

（１）外部コントロール電圧による設定
０Ｖ～ ６Ｖまでの安定化された直流電圧をＣＯＮＴ（＋入力側 黄色線）とＧＮ+ UL1007,AWG22,

Ｄ（ケース又は、 黒線）間に加えることにより、０Ｖ～定格出力電圧までの任意のUL1007,AWG20,
出力電圧を発生させる事が出来ます。（ＣＯＮＴ入力抵抗：約１０ＭΩ）

出力電圧（Ｖ）＝定格出力電圧（Ｖ）×コントロール電圧（Ｖ）÷６（Ｖ）

ステップ状に外部コントロール電圧が入っても、出力にオーバーシュートが出にくい設計にな
っています。（９０％出力応答時間：約０．１ＳＥＣ）

＋６．６Ｖ以上の外部コントロール電圧を入れても、出力電圧は定格の約１．１倍でクリップされ
ます。

ＣＯＮＴには±２０Ｖを越えるＤＣ電圧を加えないでください。
ＧＮＤの 黒線は、入力電源のＧＮＤと共用の為、負荷電流等が大幅に変動しUL1007,AWG20,

ますと、線抵抗ドロップによる影響をわずかに受けます。より高い電圧設定安定度が必要な場合
には、ＧＮＤ線を短くするか、ケースをＧＮＤとしてご使用下さい。

（２）内蔵基準電圧を分割入力する方法
＋６Ｖの内蔵基準電圧を、外付けのポテンショーメーター（推奨：５Ｋ～１０ＫΩ）にて電圧分割

して、ＣＯＮＴ（＋入力側 黄色線）に入力します。UL1007,AWG22,
ポテンショーメーターの代わりに、ディスクリートの抵抗を使う場合には、（グランド側抵抗：Ｒ１）

＋（＋６Ｖ側抵抗：Ｒ２）が５Ｋ～１０ＫΩの範囲に入る様に、抵抗定数を選んでください。

出力電圧（Ｖ）＝定格出力電圧（Ｖ）×Ｒ１÷（Ｒ１＋Ｒ２）

＋６Ｖは最大２ｍＡまでの連続電流を取り出すことが出来ます。
ＣＯＮＴ（＋入力側 黄色線）はリップルノイズの影響を受けやすいので、線長UL1007,AWG22,

が長い場合には、シールド線をご使用下さい。
＋６Ｖの内蔵基準電圧回路は、ＧＮＤとショートしても壊れませんが、入力電源側（＋１２Ｖライ

ン）とは絶対にショートさせないでください。
ＧＮＤの 黒線は、入力電源のＧＮＤと共用の為、負荷電流が大幅に変動しまUL1007,AWG20,

すと、線抵抗ドロップによる影響をわずかに受けます。より高い電圧設定安定度が必要な場合に
は、ＧＮＤ線を短くするか、ケースをＧＮＤとしてご使用下さい。

※＋６ＶとＧＮＤ間のコンデンサは基本的には不要です。付けるとコンデンサの容量により、低
周波発振する場合があります。（付ける場合には１０μＦ以上の容量にして下さい。）

２．入力ＤＣ電源について、
（１）入力ＤＣ電源は出来るだけ、ＡＣリップル等が無いＤＣ電源を供給してください。
ゆっくりした、入力電圧の変化には、極めて高い安定度をもっていますが、入力ＤＣ電源にＡ

Ｃリップル等が重畳しますと、高圧出力側のリップル電圧が増加します。
高圧出力側のリップルを最小にするには、３端子レギュレータ等で、入力ＤＣ電源を安定化し

てください。

３．出力短絡について
（１）アーク放電を含めた出力短絡等の過負荷に対しては、自動復帰型の過電流保護及び、

サーマル保護を内蔵して、壊れにくい設計になっています。
但し、長時間の連続出力短絡及び、過負荷状態でのご使用は、内部温度の上昇を伴います

ので、信頼性上、出来るだけ避けてください。

４．高温環境でのご使用について
（１）４０℃以上の高温環境でのご使用では、サーマル保護により、最大出力電流が減少する

場合があります。その場合には出力電流をディレーティングして下さい。（５０℃時に定格電流の
８０％が目安です。）

出力電流のディレーティングが出来ない場合には、ケースを放熱するか、入力電源電圧を
＋１１Ｖ近辺まで下げますと、内部発熱が押さえられます。（要テストです。）

５．その他
無負荷時の高圧出力電圧は、内部チャージにより、定格電圧から０Ｖ近辺まで放電するのに、

１０秒以上かかりますので、ご注意下さい。
放電時間を早めたい場合には、出力側に放電抵抗を入れてください。
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